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つなぎの食堂 × つなぎのカフェ 

〜 よりすぐりの生産者と街のコミュニティをつなぎ、食と健康を考える ～ 

代表取締役 橋本昌隆 
株式会社フューチャーラボラトリ 

（特定非営利活動法人イノベーションネットワーク） 
Keyword 食育、農業、保育、介護、健康 

 
発表要旨 
1. きっかけ 

(ア) 土鍋を頂戴した件 伊賀焼 長谷園 かまどさん（写真） 
2. お米が抜群に美味しい 

(ア) なぜだろう？ → 探求 
3. いい食材、調味料、土鍋 

(ア) これが整うことで、誰でも簡単に素晴らしい料理が出来上がる。（写真） 
(イ) 健康、ダイエット 90kg → 70kg 
(ウ) 知恵の共有 

4. 目利きの方法 
(ア) 生産者に会う。思想、作り方、人間性、食べてくださる方への思い 
(イ) 食べてみる。美味しいかどうか？（農薬の知識） 
(ウ) まわりに紹介、フィードバックをいただく 

5. 現状 
(ア) 腕利きの生産者も、販売には苦労している。（小規模、ネット中心） 
(イ) その辺のスーパーでは買えない。（大量流通） 
(ウ) 既存の流通とは違った仕掛け作り 

6. 仮説 
(ア) 腕利きの生産者と街のコミュニティを「直接」つなぐ 

7. ぐるなび様との出会い 
(ア) ビジネスモデル レストランから会費徴収 → ぐるなびサイト掲載 
(イ) 食べログ他、ライバル増加 
(ウ) 新しいビジネスにトライ 

8. つなぎの食堂 × つなぎのカフェ スタート 
(ア) 平成26年4月〜12月 様々なコミュニティで食の実験 
(イ) 保育園、介護施設、ママコニュニティ、産総研、など、15回開催 
(ウ) 内容 梅干し作り、試食会、マルシェ、料理教室 など 

9. みんなの心に響いたもの、笑顔 
(ア) 映像 梅干し、保育、ママコミュニティ 
(イ) こういう場があると嬉しい！ 

10. つづけるためにどうしよう？ 
(ア) 運営資金の最小化（場所代、人件費、運賃など） 
(イ) 正しい知恵の伝搬、従来とは違う視点の食育（左脳型、右脳型） 
(ウ) 複合型（介護、保育、障害者、農業、調理の知恵） 

 
11. 新たなプロジェクトの企画 平成27年4月 

(ア) 介護・ヘルスケアプロジェクト 
① 介護事業所を実験フィールドに展開 
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② 帝人 介護・ヘルスケアプロジェクト ブランディング 
③ 協賛企業を募集 パナソニック、コニカミノルタ、大建工業 

(イ) 地域づくりとの連携 
① 埼玉県 小川町プロジェクト（池袋から1時間10分） 
② 有機農業、酒蔵、地ビール、自然食、和紙、温泉 
③ ホーム・アンド・アウェーで、イベント企画、ファンづくり 

(ウ) 他のモデルへの展開 
① マンションコミュニティ、障害者施設、社員食堂 

12. さいごに 
(ア) いいものを食べると健康になる 
(イ) コミュニティ（地域、家族）の復活 
(ウ) 新しい仕事をつくる 
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